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I. 序文 

4人制車椅子ハンドボールの IHF競技規則は、基本的に 6人制車椅子ハンドボールの IHF競技規則に則る

ものであるが、プレーヤーの数や得点のカウント方法については、ビーチハンドボールの影響を特に強く受け

ている。プレーヤーの数が減ることにより、(4人制という人数により)個人が最適に有効にスペースを使うことが

でき、よりダイナミックな躍動感の高い競技が可能となる。また、男女別の大会を開催するための望ましい条件

を整えつつ、プレーヤーの確保及びコスト削減に向けた可能性をより高める内容となっている。 

 

第 1条 

1. 試合 

4人制車椅子ハンドボールの試合は、各 4人のプレーヤーから構成される 2チームで行う。い、各チ

ームにはゴールキーパーを 1名含む。各チームの目的は、得点を挙げること、及び相手チームの得

点を阻むことである。車椅子ハンドボールはフェアプレーの精神に基づいて行われ、身体に障害を持

つプレーヤーが対象である。 

 

第 2条 

2. チーム 

1. チームは最大 14名のプレーヤーで構成され、これには最大 10名のプレーヤーと最大 4名のチ

ーム役員を含む。競技の開始時に、最低 8名のプレーヤーがいなければならない。 

2. 各チーム最大で 4名のプレーヤーがコートに出場できる。残りのプレーヤーは交代プレーヤーで

ある。クラス分け規定に準拠し、コート上のプレーヤーの持ち点は、いかなる時も合計 11ポイント

を超えてはならない。男女混合で開催される大会については、当該大会の規定に別段の定めが

ない限り、各チームに少なくとも 2名の女性プレーヤーがいなければならない。また、1チームに

つき少なくとも 1名の女性プレーヤーが常にコート上にいなければならない。 

3. ゴールキーパーは、ゴールを守るためにゴールエリアに入ることが許されたチームから指定され

たプレーヤーであり、他のプレーヤーと同様、車椅子に座った状態で競技する。コート上にいるプ

レーヤーは、いつでも誰でもゴールキーパーになることができるが、自陣のゴールエリアに侵入し

そこに留まることができるのは、1名のプレーヤーのみである。したがって、ゴールキーパーはゴ

ールキーパー専用のユニフォームではなく、他のプレーヤーと同じユニフォームを着用する。相手

を防御するため、またはゴールに向かうボールを止めたり弾いたりするために、意図的に複数の

プレーヤーが同時にゴールエリアに侵入した場合、相手チームに 7mスローが与えられる。ゴー

ルキーパーとして自身のゴールエリアに入ったもう一人のプレーヤーが、ゴールに向かっている

ボールを止めたり弾いたりした場合、当該プレーヤーは退場となる。 

 

備考： 

持ち点が低いプレーヤーでチーム構成が可能な場合において、戦術的な理由により、より高い持ち点

のプレーヤーを使うために、4人未満のプレーヤーでプレーすることは許されない。 

いずれかのチームがそのような行為を行った場合、レフェリーは当該チームのラインアップを正すよう

に命じるとともに、スポーツマンシップに反する行為として、チームの監督に対して退場から段階的に

罰則を適用しなければならない。 

 



4. チームに複数の負傷者が出ている場合は、少ないプレーヤーで試合や大会を続行することがで

きる。一方のチームのプレーヤーが 4人未満になった場合でも、試合を続行することができる。 

チームのプレーヤー数が減った場合、許容される持ち点の上限は以下のとおりである： 

・ コート上にプレーヤーが 3人いる場合は、最大 9点とする。 

・ コート上にプレーヤーが 2人いる場合は、最大 6点とする。 

持ち点の上限については、常にプレーヤーの平均持ち点を考慮するものとする。 

試合を完全に中断すべきかどうか、いつ中断すべきかどうかを判断するかは、レフェリーに委ねられ

る。 

 

注記： 

（負傷または失格等により）女性プレーヤーがいなくなった場合、当該チームは残りの試合時間を 1

名少ない状態で競技する。また、チームの持ち点の上限は 8点とする。 

 

第 3条 

3. プレーヤー 

車椅子ハンドボールクラス分けチームによって出場資格が認められたプレーヤーのみが、公式試合

に出場することができる。 

シニア大会の場合は、プレーヤーは、大会開始日時点での年齢が少なくとも 15歳でなければならな

い。年齢が 15歳～18歳のプレーヤーは、大会前に親の承諾書を、書面にて提出しなければならな

い。 

 

第 4条 

4. 競技時間及びタイムアウト 

 

競技時間 

1. 試合は、10分間×2セットで構成され、それぞれ別に得点される。 

ハーフタイムは 5分間とする。 

コメント： 

競技時間が短いため、レフェリーは、以下のような場合でプレーが中断した際に、直ちにタイムアウト

を取ることを考慮しなければならない。 

・ ボールがプレーイングエリアから出て、プレーヤーの届かない範囲に離れてしまった場合 

・ プレーヤーが誤って衝突してしまい、車椅子を起こしてもらうために手助けが必要な場合 

 

     チームタイムアウト 

2. 各セットの通常競技時間内において、セット毎に 1分間のチームタイムアウトを取ることができ

る。第 3セット（タイブレーカー）では、タイムアウトを取ることはできない。ボールを保持しているチ

ームのみが、チームタイムアウトを請求することができる。 

3. 相手チームがボールを保持している際にチームタイムアウトを請求した場合、以下の罰則と判定

が適用される： 

a) ブザーを押してチームタイムアウトを請求したチーム役員に対し、退場から始まる段階的罰則



を適用する。 

b) ボールを保持しているチームに 7mスローが与えられる。 

4. 相手チームがボールを保持しており、明らかな得点チャンスを得ている際にチームタイムアウトを

請求した場合、以下の罰則と判定が適用される： 

a) ブザーを押してチームタイムアウトを請求したチーム役員は失格（レッドカード）となる。 

b) ボールを保持しているチームに 7mスローが与えられる。 

 

注記： 

誰が誤ってチームタイムアウトを請求したのか、TO またはレフェリーが分からない場合、チーム責任者 

が上記に従って罰則を適用される。 

 

5. ボールの所持を失った直後にチームタイムアウトを請求し、それが意図的ではなかった場合、試

合が中断された時点でのコート上の状況に基づいた判定に従い、競技を再開する。 

 

第 5条 

5. ボール 

公式の IHF トーナメントに使用されるボールは、「IHFボール規定」に準拠するものとし、特に松やに

を使用しないハンドボールに従うものとする。 

 

第 6条 

6. コート 

室内ハンドボール及び 6人制車椅子ハンドボールの規定を適用する。 

コートの全面は、少なくとも長さ 48m、幅 28.5m とする。プレーイングコートは、長さ 40m、幅 20mの

長方形で、2つのゴールエリアと 1つのプレーイングエリアで構成される。長い辺をサイドラインと呼

び、短い辺（のうちゴールポストの間）をゴールライン、または（ゴールの両外側を）アウターゴールライ

ンと呼ぶ。交代エリアは 4.5m とする。プレーイングコートの周囲には、ゴールラインの後方に幅 2m

以上の安全地帯を設けるものとする。また、サイドラインに沿って、交代エリア側には幅 4m、その反

対側には幅 1mの安全地帯を設けるものとする。また、チーム役員用に、最大 4つの椅子を用意す

るものとする。 

 

図 1：プレーイングコート（単位: cm） 



 

図 2：交代ライン及び交代エリア 

 

第 7条 

7. ゴール 

ゴールの内寸は幅 3m×高さ 1.7m とする。ゴール内のキャッチネットは、車椅子に絡むのを避けるた

め、取り外すかゴールネットに固定する。 



 

第 8条 

8. 得点及び試合結果の決定 

 

得点 

1. シュートの前や最中に、シュートを打ったプレーヤー、その味方のプレーヤーに規則違反がなく、ボー

ル全体がゴールラインを完全に通過したとき、得点となる。防御側プレーヤーに規則違反があったとし

ても、ボールがゴールに入れば得点は認められる。得点の後は、ゴールエリアからのゴールキーパー

スローで試合を再開する。 

2. ボールがゴールラインを完全に通過する前に、レフェリーやタイムキーパーが競技を中断した場合

は、得点は認められない。ゴールキーパーがゴールキーパースローを行おうとし、ボールがゴールエ

リアラインを超えなかった場合を除き、プレーヤーが自陣のゴールにボールを入れた場合は、相手チ

ームの得点となる。どのプレーヤーの場合でも、オウンゴールは全て 1点となる。 

得点の後は、ゴールエリアからのゴールキーパースローで試合を再開する。 

3. 以下の場合には 1点が与えられる： 

a) いかなるプレーヤーによるオウンゴール 

b) 競技規則 8.4に記載されていない他の全ての得点 

4. 以下の場合には 2点が与えられる： 

a) 車椅子で 360度回転した直後にプレーヤーがボールを投げて得点した場合 （スペクタクルゴー

ル） 

注記： 

完全に 360度回転しなければならず、片手のみで車椅子を回転させるものとする。360度回転は、回

転中に車輪に触れることなく行わなければならない。プレーヤーは、360度回転した後車輪を止めて、

同時にシュートを行うことができる。身体の位置を安定させたり、シュートを調整したりするために車椅

子を止めることは許されず、プレーヤーは直ちにシュートを打たなければならない。 

b) ゴールキーパーが自陣のゴールエリアから直接得点した場合 

c) 7mスローで得点した場合 

5. シュートアウト中、競技規則 8.4aによるスペクタクルゴールには 2点が与えられる。 

 

セットの結果 

6. セット終了時に同点だった場合は、ゴールデンゴールにより勝者を決定する。セットは以下のように続



けられる： 

a) 1分間の休憩後、レフェリーのコイントスにより、どちらのチームがボールを所持するか決定する。

ゴールキーパースローからセットを再開し、いずれかのチームが得点するまで継続される。いず

れかのチームが得点した時点で、そのセットが終了する。 

b) 5分経過後に、いずれのチームも得点しなかった場合、ゴールデンゴールが終了したものとみな

し、以下に従って実施される 5本のシュートアウトにより、そのセットの勝敗を決定する： 

 

各チームはプレーヤーを 5名ずつ選出する。競技時間の終了時点で退場中または失格になっていな

いプレーヤーのみに参加資格が与えられる。これらのプレーヤーは、交互に 1投ずつスローを行う。

チームは、スローを行うプレーヤーの順番を予め決定しておく必要はない。シュートアウトに参加する

プレーヤーは、スロアーとゴールキーパーの両方を兼ねることができる。レフェリーが使用するゴール

を決定する。レフェリーのコイントスにより、勝者が先投か後投かを選択する。各 5 回のスローを終え

てもなお同点のためスローを続行する必要がある場合、スローの先投と後投のチームを入れ替える。

このようにスローを再度実施する場合、両チームは改めて 5 名を選出するが、5 名全員または何名

かのプレーヤーが 1 回目と重複してもよい。勝敗が決着するまで、この「5 名を一度に選出する」方

法を用いる。ただし、両チームが同数のスローを行った後に得点差がついた場合、その時点で勝者は

決定となる。プレーヤーが著しくスポーツマンシップに反する行為をした、あるいはスポーツマンシップ

に反する行為を繰り返した場合、当該プレーヤーは失格となり、以降の シュートアウトには参加でき

ない。すでに選出された 5 名のうちのプレーヤーが失格となった場合、チームは他のプレーヤーを

選出しなければならない。 

 

コメント： 

シュートアウトは、コートの中央から速攻のようにボールをコントロールした状態でプレーヤーがスター

トし、競技規則に則った形でゴールキーパーと向き合って得点を狙うものである。 

特に、この場合は、最大 3秒間車椅子を押している間、膝の上にボールを置くことは認められない。 

通常の競技時間中と同様に、1名のゴールキーパーを指定する必要はなく、また、シュートアウトの間

にゴールキーパーを変更することもできる。 

最初の 5回のシュートアウトにより勝敗が決まらなかった場合、それぞれ同じ本数のシュートアウトを

行い、いずれかのチームが相手チームを上回るまで、シュートアウトを継続して行う。 

7. シュートアウトでの得点には 1点が与えられる。（ただし、スペクタクルゴールについては、競技規則

8.4aを参照のこと） 

8. シュートアウト中、レフェリーの笛の合図の後は、ゴールキーパーは自身のゴールエリアを離れてはい

けない。シュートアウト中に、ボールの方向へと頭部を動かしていないゴールキーパーの顔面にボール

が直撃した場合、シュートを打ったプレーヤーは、次のセット開始まで退場となる。 

 

試合の結果 

9. 同じチームが両セットとも勝利した場合、当該チームが 2-0で試合に勝利したものとする。それぞれの

チームが 1セットずつ勝利した場合、試合結果は引き分けとなり、5分間の第 3セット（タイブレーク）を

行う。第 3セット終了時点で試合が同点の場合は、5回のシュートアウトにより勝敗を決定する。 

タイブレークで勝敗が決した場合、試合全体の結果は 2-1となり、タイブレークに勝利したチームが勝



者となる。 

 

第 9条 

9. 用具 

1. 以下の用具は使用が認められない： 

・ ボールを扱うための粘着剤 

・ 金属製の部品を含む保護具 

・ 補装具 

・ 樹脂製や金属製の手指、手首用の装具 

 

2. 以下のものは使用が認められる： 

・ パッド入りや柔らかい素材の保護具（金属を含まないもの） 

・ 指や腕用のテーピング 

・ 義肢及び適合器具、ただし IHF車椅子ハンドボールクラス分け規定に遵守し、他のプレーヤーは

を傷つけない場合のみ 

 

備考： 

義肢の使用については、車椅子ハンドボールクラス分けチームの承認を得た場合のみ認められる。 

義肢は、パッド入りまたは柔らかい素材で覆われており、金属を含まない場合のみ許可される。 

義肢を使用して競技するプレーヤーは、車椅子ハンドボールクラス分けチームによる評価の際に、当

該義肢を使用しなければならない。 

 

3. チームが使用する予定の全ての用具は、テクニカルミーティングの際に提示され、最終的な承認

を得なければならない。 

IHF保護具及び装具規定を適用するものとするが、（ゴールキーパーになるプレーヤーだけでな

く）全てのプレーヤーは長ズボンの着用が可能で、また靴下は着用しなくてもよい。ただし、全て

のプレーヤーが同形（全員短パンまたは全員長ズボン）かつ同色のパンツを着用するものとす

る。 

 

第 10条 

10. 服装 

各チームは、濃淡 1色ずつ、2セットのユニフォームを用意するものとする。ユニフォームの前面には

縦 10cmの胸番号を付ける。 

同じチームのプレーヤーは、ゴールキーパーとしてプレーするプレーヤーを含めて、全員同じユニフォ

ームを着用しなければならない。 

リストバンド、バンダナ、ユニフォームの下に着用するＴシャツなど、その他のスポーツアクセサリー

は、黒、白、またはユニフォームのメインカラーと同色でなければならない。 

プレーヤーに合わせてカスタマイズされた特別な保護具については、ユニフォームと同色でなくてもよ

い。 

各プレーヤーのクラスを識別するため、カラーコードを使用する。クラス分けの後、車椅子の背もたれ



部分に、カラーコード及びプレーヤーの数字が記載されたステッカーが貼付される。 

 

クラス 1＝緑 クラス 3＝青 

クラス 2＝黄 クラス 4＝赤 

 

第 11条 

11. ストラップ 

リフティング（座面から腰を浮かせること）や、足を動かしたり使ったりすることを防止するため、プレー

ヤーは上腿と下腿を車椅子にストラップで固定しなければならない。 

ボールのプレー中や防御中にコートプレーヤーがリフティングした場合、次のターンオーバーまで退場

となる。防御中にゴールキーパーがリフティングした場合は、次のターンオーバーまで退場となり、さら

に相手チームに 7mスローが与えられる。 

 

第 12条 

12. ボールの扱い方 

6人制車椅子ハンドボールの規定を適用する。 

1. 次の行為は許される： 

・ 手、腕、頭、胴体を使ってボールを投げること、キャッチすること、止めること、押すこと、あるいは

叩くこと。 

・ 最大 3秒間ボールを持つこと。 

・ 車椅子をこいで、ドリブルをすること。 

・ 最大 3秒間、車椅子をこいでいる間に、膝の上（間ではない）にボールを置くこと。 

・ 相手が反応するのに十分な時間と距離が確保され、危険がない状態で、（ボールを保持している

か否かに関わらず）腕や手を使って相手を観察しながらついていくこと。 

・ （プレーヤーが高速で移動していない状態で）腕、手、または車椅子を使って相手をブロックしたり

押し出したりすること。 

・ シュートの後、または押された後に、アドバンテージを作らない状態で、ゴールエリアに侵入したり

サイドラインを踏み超えたりすること。その場合、プレーヤーは可及的速やかにゴールエリアから

出なければならない。 

 

2. 次の行為は許されない： 

・ ボールをコントロールした後、ボールが床、他のプレーヤー、またはゴールに触れる前に、再びボ

ールに触れること。しかしながら、プレーヤーがボールを「ファンブル」している際には 2度以上ボ

ールに触れてもよい。「ファンブル」とは、ボールをキャッチしたり止めたりしようとしたときに、コント

ロールし損なうことをいう。 

・ ボールを投げた後、他のプレーヤーやゴールポストにボールが触れる前に、（同一のプレーヤー

が）ドリブルすること。 

・ ゴールエリアの外で、車椅子を使ってボールを止めること。 

・ ボールをコントロールした状態で、ゴールエリアに（コートプレーヤーとして）侵入すること。 

・ ボールをコントロールした状態で、サイドラインを踏み超えること（車椅子はコート内になければな



らない）。 

 

コメント： 

最大 3秒間、車椅子をこぐことができる。その間、ボールを膝の上に置くことは許される。膝の上

に置かれたボールは「コントロールされている」とみなす。従って、相手は膝の上からボールを奪う

ことはできない。 

ボールを受け取った後、プレーヤーはドリブルからアクションを開始しなければならない。 

「プッシング」とは、駆動輪を動かすことを指す。ハンドリムから手が離れた後は、3秒以内に次の

アクション（ドリブル、パス、シュート）を行わなければならない。この 3秒後に、再びハンドリムに

触れることは許されない。 

ボールを 3秒より長く保持することは許されない。 

ボールが車椅子に向けて投げられた場合、あるいは車椅子の下にボールが隠れたりした場合、

レフェリーはその意図及び各々の結果を判定しなければならない。 

ボールを拾うために、車椅子を使ったり触れたりすることは許される。 

ゴールキーパーに関する新ルールとして、30秒及びパッシブプレーが適用される。 

 

第 13条 

13. 違反 

1. IHF ビーチハンドボール競技規則に則って、プレーヤー及びチーム役員に対し、以下の基準によ

り違反を取り扱うものとする。 

a) プレーヤー 

・ 退場： 各プレーヤーに対する退場は最大 2回。退場したプレーヤーは、次のターンオーバー、ボ

ール所持チームが変わるまで、または次のセットの開始までコートから出なければならない。（次

のターンオーバーまで人数を減らす） 

・ 失格： レッドカード。失格となったプレーヤーは、残りの競技時間の間、コートを離れ、指定された

エリアに向かう。代わりのプレーヤーは、次のターンオーバー、ボール所持チームが変わる、また

は次のセットの開始時点でコートに入ることができる。 

b) チーム役員 

・ チームに対する退場は最大 1 回まで。次のターンオーバー、ボール所持チームが変わるまで、ま

たは次のセットの開始まで、コート上のプレーヤーを 1名減らす。 

・ 失格： レッドカード。失格となったチーム役員は交代地域を離れる。チームは、次のターンオーバ

ー、ボール所持チームが変わるまで、または次のセットの開始まで、コート上のプレーヤーを 1 名

減らす。 

 

2. 次の行為は許される： 

・ 他のプレーヤーの手からボールを取るために、開いた片手を使うこと。 

・ 相手の身体と接触し、そのまま相手の動きについていくために、曲げた腕を使うこと。 

・ 位置取りをめぐり、相手をブロックするために車椅子を使うこと。 

 

3. 次の行為は許されない： 



・ 相手が手に持っているボールをひったくること、あるいは叩き落すこと。 

・ 腕、手、脚、または車椅子を使って相手をブロックすること。あるいは身体のあらゆる部分を使っ

て相手を押しのけたり、押し出したりすること。ここには、最初の位置取りや一連の攻防動作の中

で、肘を使った危険な行為も含む。 

・ 相手が自由にプレーを継続できるような状態であったとしても、相手（車椅子、身体またはユニフ

ォーム）を捕まえること。 

・ 相手に危険を及ぼすこと 

 

備考： 

車椅子を捕まえて相手をブロックする行為に対しては、段階的に罰則を適用する。 

正面での接触は認められるが、側面または背面からの接触に対しては、罰則が適用されなければな

らない。これら全ての違反に関しては、車椅子はプレーヤーの一部とみなされるため、偶発的でない

車椅子同士の接触は違反となる。7mスローやフリースローは、指定されたラインの後方から行われ

るものとする。 

 

4. 罰則を適用する違反行為 

主に、あるいは明らかに相手の身体を狙った違反に対しては、罰則を適用しなければならない。これ

は、フリースローや 7mスローの判定だけでなく、退場や失格というように、少なくとも段階的に罰則が

付加されることを意味する。 

 

5. 退場を判定すべき違反行為 

たとえ身体的衝撃の小さな違反であっても、相手が予期できず自分を守ることができないタイミングで

違反をした場合、極めて危険で重篤な結果につながる可能性を秘めている。失格が相当かどうかの

判定基準になるのは、身体接触の見た目の弱さではなく、プレーヤーに対するリスクである。 

特に、加害者となるプレーヤーが、相手に対する危険性を軽視した違反行為に対して適用される。 

罰則を適用する違反行為の判定基準を踏まえ、このような違反の例として以下が挙げられる： 

・ 衝撃の大きい違反行為や、高速で動いている相手に対する違反。 

・ 相手を捕まえ続けること、あるいは引き倒すこと。 

・ 頭部や喉、首に対する違反。 

・ 胴体やボールを投げようとしている腕を激しく叩くこと。 

・ 相手が身体のコントロールを失う行為をしようとすること。 

・ 高速で、車椅子で相手にぶつかること。 

・ クラス分けによるチームの最大持ち点を超えること。 

 

6. 失格を適用する違反行為 

相手に対して危害を及ぼす行為をしたプレーヤーは失格となる。危害を及ぼすような行為とは、違反

が激しいときや、相手が違反を予期できず身体を守れないような状況での違反を意味する。 

試合中は、いかなる場合であっても、自分が有利になるために、車椅子から立ち上がってはならない

（車椅子に固定するためのベルトの使用が義務付けられている）。固定用ベルトは、プレーヤーが転

倒した後に、車椅子に戻るときのみ開放してよいものとする。 



プレーヤーまたはチーム役員に対する失格は、試合の残り時間全てにわたり適用される。 

 

備考： 

退場、失格の場合、退場または失格となったプレーヤーの持ち点分を、次のターンオーバーまでの

間、最大チーム持ち点から減らすものとする。 

 

II. 車椅子の仕様 

 

6人制車椅子ハンドボールの規定を適用する。 

車椅子は、プレーヤー本人、チームメイト及び相手チームに対して危険がないように、安全かつ公正な仕

様でなければならない。車椅子の安全性や公正さに懸念がある場合、車椅子の試合での使用を禁止する

ことができる（IHFオフィシャルの判断による）。大会で使用される全ての車椅子は、事前にオフィシャルに

より確認されるものとする。確認された車椅子のみが大会中に使用可能となる。 

大会期間中の車椅子のメンテナンス等については、各チームの責任で行う。 

 

以下の仕様が適用される： 

・ 電子制御式の車椅子は認められない。 

・ 車椅子の前方（床面から約 11cmの高さ）に水平バーを取り付けること。しかし、プレーヤーを保

護するため、車椅子の前面から側面にかけてカバーする完全なウイングを使用することが必須で

ある。 

・ 車椅子に 1～2個の転倒防止装置を取り付けること。 

・ 最大高さ（床面からクッションまたは座面の最上部までの高さ）が 63cm を超えないものとする。 

・ 5～6つの車輪（後方に大きめの車輪 2つ、前方に 2つ、及び後方に安全性のための車輪が 1

つまたは 2つ）を取り付ける。駆動輪の最大直径は 71cm（28 インチ）とする。 

・ 各駆動輪に、1つずつハンドリムを付けることが義務付けられている。 

・ 両駆動輪は完全にカバーされる必要がある。カバーを使用する場合は、チームの全てのプレーヤ

ーが同じデザインのものを使用するものとする。 

・ カーボンファイバー製のスポークを使用している場合は、カバーは不要である。 

・ バックサポートの後方のバーはパッド（厚さ 15mm）で覆うものとする。 

・ 車椅子が機能しなくなったり、安全でなくなったりした場合、プレーヤーは修理のためにコートを離

れなければならない。 

 

 



III. 競技規則解釈 

 

1. プレーヤーの負傷 

プレーヤーがコート上で負傷し（または負傷したと思われ）治療行為が必要となった場合、当該プレーヤー

は治療後もコート上に残ることができる。 

 

2. スペクタクルゴール 

a) アドバンテージ 

7m スローによる得点は 2 点が与えられることを考慮し（競技規則 8:4c）、レフェリーは、明らかな得点

チャンスを妨害したファウルのまさにその瞬間において、アドバンテージの中断を評価しなければなら

ない。 

 

b) フリースローでの得点 

競技規則 8:4a によると、フリースロー実施中におけるスペクタクルゴールによる得点は、例外とは考

慮されない。従って、完全な 360 度回転の条件が満たされ、ポイントの正しい位置から動くことなくスロ

ーが行われた場合、2点が与えられる。 

 

c) 完全な 360度回転を防御行為で妨害した場合 

スペクタクルゴールを狙う攻撃側プレーヤーが一度回転を始めた後に、そのプレーヤーが完全に 360

度回転することを妨害しようとする行為は違反とみなされ、競技規則に従い罰則が適用される。 

しかし、防御側プレーヤーが回転の開始を予期し、先にスペースを取っていた場合は、正しい防御行

為とみなされる。 

 

3. シュートアウトの実施 

シュートアウト実施の際、レフェリーの笛の合図の後、プレーヤーはボールを前方に短く投げることにより、

車椅子を駆動させてスピードをつけることが許されている。その後は、競技規則に従って、前進し続けなけ

ればならない。実施についての時間制限はない。 


